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労働生産性指数の算式について   

大 薮 和 堆  

1．労働生産性指数算式の類型  

「総合指数の構成を形式的に見ると，比率および総合という二つの統計方法  

から成立っている。…・…したがって総合指数の構成法には，どちらの方法を先  

にするか紅よって二つの基本的形式が区別される。すなわち個別品目の基本塁  
（1）  

旦比率を先に静出した上で，全品目のそれを平均する形で総合するものを相対  

（1） 法形式，またほ．・平均法形式といい，逆に個別墓室塁を基準比較両時点のそれぞれ  
（2）  

につきまず発生量鱒よって全品目の総合を行い，その上で両時点の総合値ゐ比  

率をとるものを総和法形式という。すべての総合指数算式ほこのいずれかの形  

（31 式に分属する。」   
以上のような記述ほ，生産指数，物価指数に・はそのままあてほ．まるのである  

が，ここに．考察しようとする労働生産性指数への適用には，より細かい配慮が  

必要だと思われる。  
（4）   

さて，統計比例数はつぎのように分類されている○  

分析比例数  
（構造比例数）  

分析的関係  

統 計  
比例数  同種統計集団の関係………  …・・・…指  数  

従属的・発り…発生比例数  
生的関係  

相関的関係‥…・対立比例数  

総合的関係  
異種統討集団の関係   

（関係比例数）  

（1）物価指数につぃては，「価格」である。原文では「価格」となっていたが，筆者カざ一 

般的な記述に変更した。  
（2）原文では，「取引数畳を媒介紅金額化すること」となっている◇  

（3）〔1〕pp．．215－216。  

（4）〔2〕pp．155－161，〔3〕pp．72－74。   
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－∫Jご－・  寛43巻 第1・2・3号 112  

労働生産性指数ほ，労働の生産性を示す指数であり，労働の生産性という意味  

で1つの比例数であると共に．，指数であるという意味でも1つの比例数である。  

労働生産性は産出／労働投入という統計比例数であるから，対立比例数と理解  

することができる。分母と分子とは異種統計であり，従属的・発生的関係でほ  

なく，相関的関係に立つものと考えられる。物的労働生産性ほ逆転するとき，  

労働還／産出患となり，生産物1単位を作るのに必要とされる労働鼠 すなわ  

ち，「労働原単位」という概念を構成することができるからである。   

以上のこ・とから，労働生産性指数を構成するにほ，対立堵例数としての比率  

をとること，指数としての比率をとること，および総合することの3つの統計  

方法を用いる必要があることが明らかとなる。これら3つの組み合わせを考え  

るとつぎの図のようになる。  

‾－－－ －・－・ 対立比例数としての  

比率をとる。   

」▲－¶－・→ 指数としての比率を  

とる。  
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総合する。  

i i 

・－・－－J－－－ナ0  

刃′  

記号の約束をつぎのように決める。  

¢：生産鼠，J：生産物嘩位当たり必要労働豊，紗，紺′：クエイト，♪：生産物  

単位当たり価格または付加価値，¢：平均時間当たり賃金，  

ゐ：生産物単位当たり必要資本費，7・：収益率  

そこで，上図に対応する生産性指数を構成するとつぎのように．なる。  

三‾∴ニニー 
、＿ 

∑（昔）紗／∑紺  

（A）   
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二∴ ∴ 
＿  

∑紺  

113  ーJJ、？－  

（B）  

（C）  ∑紗  

＝ニ ーニ、ご・ 
＿  

∑（悉）抑′／∑ぴ′   

∑す1抄   

∑卯紺  

∑曾1Jl紺′  

（D）  

（E）  

∑酌ん紺′  

∑ヴ1Jl，  

∑留1ム紺′   

（F）   ∑押上・  
∑ヴoJoz〆  

基本的紅ほ，以上につきると思われるが，つぎのようなものも考えられる。  

ミ ニ こ・ 
＿  

∑す1ム紺′  

∑酌ん紗′  

指数としての比率をとる→総合する－  

（G）1給享羞コ→誓数としての比率をと‾ 

対立比例数としての比率をとる  

の  
宣二卜巨富  

∑す1紺  

∑曾0紺  

ご二：：こ・＝二・  

→   
－  対立比例 警長島妄  とる   

（H）  

指数としての比  
率をとる  

→総合する  

また，上の諸式でほ．「平均する」場合，加重算術平均式を用いたが，調和平  

均，幾何平均式なども用いることができる。（功式と（C）式，．および（E）式と（F）式  

ほ，計算上同山値を与えることは明らかである。㈱，（B），佃式に対応する調和  

平均式を書けばつぎのようになる。（簡略化できるものは簡略化した）   
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（D′）  

∑お′／∑（告）紗′  

2．労働生産性指数に関連する経済畳の分解  

前節の考察に．より，労働生産性指数の実際式としては，紺および紺′に．適当  

な経済畳を与えればよいことがわかり，そのえらび方により各種各様の労働生  

産性指数が得られることになるのである。しかし，現実の経済分析に．おいて  

は，労働生産性指数は他の経済指数と対比して潤してられるのが常であり，その  

場その場に適した労働生産性指数が考えられなければならないと考える。以  

下では，このような観点から，労働投入量，生産金額，賃金支払総額，分配率  

の分解を試みよう。  
（い  

2．1 労働投入量の分解   

労働投入量ほ．¢Jとしてあらわされるので，つぎのような分解法が考えられ  

る。  

払＝」強堅 
一．  

∑酌ん  ∑卯ム  ∑酌ん  

∑曾1Jl 払＝辿． 〝－  
∑酌ん  ∑曾0ん  ∑酌ん   

上式の左辺ほ，0時点紅対する1時点の労働投入畳指数であり，右辺の第1  

項は，生産物単位当たり必要労働量をクエイトとした生産指数である（（2．1）   

式ではム，（2・2）式でほんをクエイトとする）。右辺の欝2項は，生産数盈を  

ウェイトとした，生産物単位当たり必要労働量の指数であり，その逆数が労働   

生産性指数である。   

2．2 生産金額（あるいは付加価値絵額）の分解  

∑如（÷）抽 ∑か（÷）抽  
払＝迦＿．  
阜如卵 ∑かざ1  （2．3）   

∑九（÷）酌ん ∑少0（÷）曾1ム  

（5）この考えによる算式は〔4－〕，〔5〕等にあらわれて．いる。  
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∑か（÷）姉  ∑♪0（÷・）酌ん  

115  ーヱJ5－  

至連些岬】要塾＿型＿．  
∑か帥 

（2．4）  

∑か（÷）曾0ん ∑か（÷）酌ん  

∑♪1（÷）ヴュム ∑叶吉う曾1ム  
∑♪1ゼ1＿∑か劇  

∑か卵  ∑β0卯  
（2．5）  

∑か（÷）酌ん ∑♪1（÷）ヴ1ん  

∑叶よ）ヴ1ム ∑ク1（÷）姉  
星史竣Lニ旦姐．  
∑♪0¢0 ∑か如  

（2．6）   

∑か（÷）酌ん ∑か（÷）抽  

上の4つの式ほ，いずれも左辺が生産金額（あるいは付加価値総額）の指数  

であり，右辺の第1項は価格指数であり，第2項ほ．労働投入量指数であり，欝  

3項ほ．生産性指数である。  

2．3 資金支払総額の分解   

つぎに，賃金支払総額ヴゐの分解を考えよう。  

∑曾1んβ1 ∑¢1ん伽  ∑〃1んβ1▲ ∑恥緑1  
（2．7）  

（2．．8）  

（2．9）  

（2．10）  

（2．11）  

（2．12）   

∑酌んβ0【∑酌ん伽  ∑¢1ん♂0  ∑曾1んの  

∑〃イ：l・・  
．  

∑射んgl ∑¢1Jo伽  ∑〃1ムβ1   

∑酌ん伽 ∑酌んβ0  ∑留1ム伽  ∑¢1んβ0  

∑〃1Jlβ1 ∑留1ムβ1＿ ∑酌んβ1＿ ∑卯ムβ0  

∑酌ん伽¶∑¢0ムβ1 ∑¢oJlβ0  ∑曾0んβ0  

∑曾1んβ1 ∑¢1JlgO  ∑留1んβ1＿ ∑如才lβ0  

∑¢0んβ0▼∑¢oJl伽  ∑ゼ1んβ0  ∑曾0んβ0  

坤 
＿．．  

∑曾0ん伽‾∑留0ムβ1 ∑¢0んβ0  ∑酌んβ1  

∑留1Jlβ1∑¢1んβ1＿ ∑〃0んβ1＿ ∑¢1ムβ1  ‾▲▼ ■ 
豆材盲盲扇i官房議  

上式の左辺は，賃金支払総額の指数であり，右辺の第1項は生産指数，第2  

項は賃金指数，欝3項は，その逆数が労働生産性指数である0  

2．4 分配率の分解   

分配率をその絶対値で考察することはしばしばあるが，分配率指数という形  

で問題にすることはまれである。しかし，分配率の動きがどのようであるかを   
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観察するのに利用できる。生産性の上．昇は，賃金の上昇か，価格の低落か，労  

働分配率の低下をもたらす。これら4変数の相互関係を把握せんとするのがつ  

ぎの分解である。もちろん，2．3までの分解とほ様相を異にする0いままでの  

ものが，分解された項の1つの項のみで労働生産性指数を表わすことができた  

のに対し，この場合にほ．2つの項の比と．してこしか表象することができず，やや  

複雑な形式となっている。それは，のち紅みるように，個別労働生産性指数の  

平均としての意味を持ち得ず，その意味で限界がある。（付表参照）  

∑¢1Jlβ1   

∑♪1¢1  辿．j塾生L．迦卜麺  
∑¢1gl伽  ∑か¢1 ∑か¢1 ∑酌ん伽  

（2．13）  
∑曾0んgo   

∑♪0如   

∑¢1ムβ1   

∑♪1曾1   

∑酌んβ0   

∑タ0如   

∑ヴュムβユ  

【蔓▼塑旦し   
∑酌ん¢0   

ごv・／－、・．ご♪小・．ご／叶．ミ〃／－ト   
＿   

∑曾1Jlβ0 、∑か射  ∑かぜ1 ∑酌ん♂0  
（2．14）  

蔓旦垂L．＿主食旦L．迦．＿互生座主【＿  
∑卯goβ0  ∑♪1¢1 ∑み岬1 ∑酌んβ1  

（2．15）  

∑♪0如  

∑¢1ムgl  

星空旦L  
＿  

∑ヴ0んgo   

∑ノか如  

払ぃ星座弘 
＿． 

∑酌ん♂0  ∑ク1卯  ∑♪ゆ  ∑¢0んβ1  
（2．16）   

上式の右辺の第1項ほ．，賃金指数であり，欝2項は，その逆数が物価指数で  

あり，欝3項は，その逆数が生産指数であり，欝4項ほ，労働投入鼠指数であ  

る。従って第3項と欝4項の積の逆数が労働生産性指数となる。   

3．導出された算式の意味  

欝2節で各種経済畳の分解によって得られた生産性指数算式ほ，第1節の各  

算式に変形しなおすこ七ができ畠。その場合のウェイトにあたるもの科付表  

紅示されている。以すでは，比較的意味のわかりやすい変形を中心に各界式を  

吟味してみようと思う。   
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117  労働生産性指数の算式紅ついて  －JJ7－  

3．1 労働投入患の分解紅より導出された算式  

（2・1）式および（2．2）式の右辺に含まれる労働生産性指数算式ほつぎの2、つで  

ある。  

こ＿且（二  

∑〃0ム  
（3．1）   

（3・2）  

几 を考える0分母ほ・0時点の実際必要労働時間の合討を意味し，分子  

は1時点の技術水準で0時点と同丁生産物構成を作るに必要とされる労働時間  

の合計である。この両者の庇ほ労働時間の節約の程度を示す指標となる。この  

逆数が労働生産性指数（3．1）式である。（3．2）式についてもはは同様の説明が可  
（6）  

能である。   

∑酌ん （3・1）式ほまた一言師と変形できるので，個別生産性指数ま－－を0  
時点の労働投入鼠で加重調和平均したものに・なっている。（3．2）式も  

ム  ）  
射ム  

と変形できるので，はば同様の説明が可能である。  
∑曾1／1   

また，（3・1）式を変形すると∑－碧ム／∑号イ1となる0分母は0時点の生  

産鼠を1時点の単位当たり必要労働最により加重して得られた生産数鼠であ  

り，分子は0時点と同一・労働投入蛍があったと仮定したとき1時点の技術水準  

で得らるべき生産愚をJlで加重して得た生産鼻である。この比ほ労働生産性  

指数としての意味を持つことほ明らかである。（3．2）式は同様に  

∑一告ん／子音んと変苧できるあで，同じような説明が与えられる0  

と変形すると，分母は1時点の実際労働投入豊，分子は．0時点紅おけ  ㈲  
∑ヴ1／■   

る労働者と機械その他の生産条件の下で，1時点と同じ生産愚の構成を得るのに必要と  

されたであろう労働時間をあらわす。   
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籍43巻 第1・2・3号  ー－JJβ－  118  

3．2 生産金額（届るいほ付加価値総額）の分解により導出された算式  

（2．3）～（2．6）式よりつぎの労働生産性指数が得られた。  

∑か（i－）如  

こ了・＿テ・ご・・  

∑か（÷）酌ん  

（3．3）  

（3．4）  

∑♪0（÷）酌ん  

∑ご 
＿ 

∑か（÷）姉  

∑か（÷）酌ん  

（3．5）  

（3．6）   

∑♪1結－）抽  

（8・4）式ほ∑か告／抽告と変形できる0この分母は0時点に・おける  

実際産出金額，分子は0時点と同一・労働投入量を仮定して技術水準は1時点の  

水準であるときの仮想的生産藍を0時点の価格で評価した実質生産金額であ  

り，この比が生産性指数をあらわすことは明らかである。（3．3）式ほ  

∑タ0キ／∑か告と変形できるし，（3・5）式ほ∑♪ユキ／∑♪1告－と変警  
でき，（3．6）式は，∑轄／∑か普と変形できるや去，濠ば両様の説明  

をなすことができる。  

（3・4）式はふ兢び，云（紗0卯／∑抽と変形できる0これ鴨個別生産  

性指数を0時点の金額（あるいは付加価値）で加重葦均したものである。（3．3）  

式は∑抽／∑（÷）妬（3・5）式は∑掴1／∑（÷）如1（3・6）式は  

∑し㌢）抽／∑かア0と変形できるので，はは同様の説明をなすことができる．0   
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労働生産性指数の算式紅ついて  ーエほトー  119  

（3・3）式をまた別の形碩形すると，∑し㌻）か半／∑か－碧となる0こ 

れほ，0時点の技術水準の下で1時点の労働投入があったときに得られるであ  

ろう生産暴を0時点の価格で評価した生産金額をウェイトとする個別生産性指  

数の平均値である0上の変形を少しかえると，∑（÷）（か÷）郎／∑（か÷）曾1と  

なる0か÷は，労働生産性が上昇した割合だけ価格が下落するものと考えた  

場合の1時点の仮想的価格であり，（か÷）折は，そのような価格で評価した  

1時点の生産金額と考えられ，原式はこれをウェイトとした個別労働生産性指  

数の平均と考えることができる。他の（3・4），（3・5），（3・6）式も同様の変形が  

でき，はば同様の説明を与えることができる。  

∑（惹）如0／∑抽  
となる。これは個別生産  （3．3）式を更に．変形すれば   

望蓮  
如ん  ）抽／∑抽   

∑（  

指数を，それぞれの生産金額（あるいほ付加価値）でウェイトした平均を，個 

別労働投入量指数をそれぞれの生産金額（あるいは付加価値）でウェイトして  

∑抽／∑（若）如1  
平均したもので除したことになっている。（3・6）式も   

（7）  

と変形できるので，はぼ同職の説明をすることができる0  

（7）2．2から明らかに，生産金額（あるいは付加価値）の分解によっで得られるのは，  
（3．3）～（3．6）式であるが，他の類似式を考えれば，つぎのようなものがある○  

）曾1′0∑（÷）蕪  
∑♪0（÷）如′1 － －一 

．二＿・二・二  ）す1′0  

∑如1  
1 ‾  

7も  
ガタ0  

∑九（十）ヴ1′0＿∑（÷一）如1  ）如′1＿ ∑如。  
∑♪1（÷）曾1′0  

∑如1   
∑九（÷）伽′1∑（÷）如0   
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付 表  

式   

曹  
つラ  

（3．1）   

算術平均  

紺＝すoJoJl  

甜＝瑠1／0   
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紺＝曾oJo  

紺′＝ヴoJl  

細＝紺／  紗＝」  

＝曾1Jl   』紺′＝一幻  

、・い 小1  
紺＝曾1Jl  

抑′＝ゼ1Jo  

紺＝飢Jo  

紺′＝牒1Jl  

曾0  

紺′＝【製⊥  

す0  

Jl  
紺＝如1■て㌃  

紺′＝♪0す1  

抑＝♪0飢  

紺′＝如1  

Jo  
紺＝如01i  

抑／＝♪0恥  

紺＝ク0曾0  

紺′＝如0  

Jl  
紗＝如1T  

紺′＝♪1ヴ1   

紺＝♪1ヴ0  

1笛  
紺＝少1す1   

紗／＝♪1ヴ1  

T  紺＝如o  √′－－・‘’・∴，：  

ぴ′＝摘0ヰー紺′＝如0  

紺＝紺′  l紺＝／。β1  紺＝飢Jlβ1   

ぴ′＝飢Joβ1  

紺＝ヴ1Joβ1  

紺′＝留1Jlβ1  

紗＝瑠1Joβ0  

紗′＝す1Jlβ0  

紺＝Joβ0   

紺／＝β0  

紺＝曾1Jlβ0  

紺′＝飢Joβ0  

紺＝如才o♂0  

紺′＝曾oJl♂0  

紺＝飢Jlβ0  

ぴ′＝すoJogo  

紺＝Jl♂0   

紗／＝β0  

批I＝Z〝／   

＝、す1Jlβ0  

ヴ。／orl i  
紺＝如才lβ1  

ぴ′＝飢Joβ1  

ぴ＝如Joβ1  

紺′＝如才lβ1   

紗＝少0ヴ1  

紺′＝飢Jlβ0  

紺＝抑′   

＝留1Jlβ1  

紺＝千若⊥ j紺＝Jlβ1  

紗′＝皿β1  
曾1  

紺＝♪1曾1  

紺′＝曾1Jlβ0  

紺＝♪0甘1  

ぴ′＝曾1Jl♂1  

紺＝ク1曾1  

紺′＝す1んβ1   
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3．3 賃金支払総額の分解により導出された算式  

∑酌んβ1  

∑¢1ムβ1  

（3．7）  

（3．8）  

（3．9）  

（3．10）   

∑卵ムβ0  

∑酌ん¢1  

∑酌んβ1  

（3．9）式をみると，分子は0時点における実際の賃金支払総額であり，分母  

は1時点における技術水準で0時点と等患の生産物を得るのに0時点と同一償  

金率のとき支払われるべき賃金総額をあらわしている。この比率が生産性指数  

と考え．られる。他の式もはぼ同様に・説明される0  

∑（そ）す1ムβ1  

＿となる。これは個別生産性指  つぎに（3．7）式を変形すると，  
∑曾1ムβ1  

数を1時点の賃金支払額でウェイトした平均である0他の式も同様に変形さ  

れ，はば同様の説明が可能である0  

∑（若）抽0／  ∑酌んβ0  

と変形でき，分母は個別労働投  また，（3．8）式は   
吐も√！  

酌ん   
）酌んβ0／∑卵′0β0   

∑（  

入畳指数を0時点の支払賃金でウェイトし允平均であり，分子ほ個別生産数豊  

指数を0時点の支払賃金でウェイトした平均である0これらの比は生産性指数   

と考えることができる。他の式も，はば同様に説明できる0   

3．4 分配率の分解紅より導出された算式  

∑曾1ムgo  ∑タ岬1  

∑少0卯  

星空上空L  
＿  

∑か卯  

羊哀史 
＿．＿  

∑か卯   

∑酌んβ0  

∑曾1ムβ0  

∑酌んβ0  

∑曾1ムβ1  

∑酌んβ1   
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∑留1Jlβ1  

∑酌んβ1   

旦空と旦L  
＿  

∑♪1卯  ノ■  
（3．14）   

（3ull）式の分母音譜㌃は0時点の賃金率をウェイトとした労働投入量指  

数，分子ほ0時点の価格（あるいほ単位当たり付加価値）かをクエ．イトとし  

た生産指数である。他の式も同様の説明が可能である○  

となる。これは，分  また，（3．11）式を変形すると  
空込  
酌ん  

）姉β0／∑酌ん伽   
∑（  

母が個別労働投入副旨数を0時点の支払賃金でウェイトした平均であり，分子  

が個別生産指数を0時点の金額（あるいほ付加価値）でウェイトした平均であ  

ることから，労働生産性指数と考えることができる。他の式もはば同様の変形  

を行ない説明を加えることができる。  

3．5 総合生産性指数との関連  
（8）   

つぎに上述の算式と総合生産性指数との関連をみておこう。総合生産性指数  

の算式ほ 

∑¢1（んβ0＋・烏oro）  
（3．15）  

∑す1（ムgo＋如0）  

およぴ  

∑卯（んβ1  ＋ゐ0れ）   

（3．16）  
∑釦（ムβ1十ゐ1れ）  

であった。  

（3．15）式は変形すると，つぎのように・なる。  

∑如ムβ0  一・＋ 
首前編諸宗㌻ 

∑曾1ゐ1グー0  ∑射ゑ0γ0  

∑曾1（ムβ0十ゐ1rO）  ∑¢1ゐ1タ′0  

∑〃1ん♂0  ∑〃ヱム♂0．  ∑、〃1血れ  ∑ヴ1あれ  ●■＋‾ト】  
盲宮前㌻訂扁  ∑〃1（ん伽十如・0）  

し8）拙稿「J・W・ケンドリックの総合生産性指数に関する－考察」『香川大学経済論選』第   

40巻策1号，pp．1－20。   
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1  

124  －J24－  

∑々1ムβ0  ∑如ゑ1れ  

∑卵烏0㌢■0  ∑¢0点0グ■0  ∑酌んβ0  ∑卵ん伽  
∑曾0（んβ0十点0  ∑卯（んβ0＋烏0γ0） ∑射（ん♂0十如0）  

∑¢0（ん伽＋如0）  

（3．15′′ノ）  

∑卯（んβ0＋ゐ0れ）  

（3・15′）式は，（3・8）式で示された労働生産性指数と－－記監で示される資  

本の生産性指数を，賃金率，収益率が0時点のものと同じと仮定されたときの  

それぞれの分配率を加重とする平均をあらわしてし、る。（3．15′′）式は，同じ労働  

．，一，．，，．レ、，．，‰⊥爪山車皿ル此J ∑酌んβ0   、、いヾ  ∑射如’0  
生産性指数，資本の生産性指数を，一号荒土－および     ＿     ．   士偲1±ヒ丁畝，風神りエ圧肛■コ日臥’乙’∑1んβ0十如0ペ）d）▼  ア¢（）  ∑¢1（んβ0十あγ0）  

でウェイトし調和平均をとったものである。また，（3・15′′′）式は，（3・11）式で  

∑す1（Jo伽＋如■0）  パ豊  で示される資本の  示される労働生産性指数と，   
∑卵（んβ0＋如0）   

生産性指数とを0時点の分配率で那口平均したものである0  

つぎに．，（3．16）式を変形すると  

∑卯glβ1  ∑卵Jo♂1  
＿＿．＿     ‾‾                 ●  

∑卯（Jlgl＋如rl） ∑如才lβ1   

蔓 一 
∑卯如・1  

（3．16′）   
∑す0ゐ1㌢■1  

＋ 
∑酌（Jlβ1＋烏1γ1）  

∑卯ゐ0れ  

宮前両耳高石）  

1  

（3．16′′）  
∑卯烏1㌢1  

∑郎烏0γ1  

‘∑  ∑ヴOJlβ1  

∑卵（んβ1十血れ）  

∑曾1Jlβ1  

∑酌んβ1  

．．∑曾1ゐ1れ  

∑曾0あrl  ∑卯ゐ0れ  ∑酌んβ1  
＋   

∑酌（んgl・十如・1ト ∑曾1（glβ1＋如1）  ∑曾1（Jlβ1十ゐ1γ1）  ∑卵（ん♂1＋如1）  

∑曾0（Jlβ1」一如■1）  

（3．16′′′）  

∑卯（Jlβ1＋・如1）  

となる。  

（3．16′）式は，（3．10）式と  
∑卯Jlβ1  ∑曾0烏0タ′1  

および  とを分配率「   
∑卯（Jlβ1十  ∑卯ゐ1㌢1  

∑卯々1れ  で加重平均したものであり，（3・16′′）式ほ，やはり同じ  
∑卯（Jlβ1十如1）  

∑酌んβ1  
労働生産性指数および，資本の生産性指数をウェイトぅ示て扁i手打，   
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∑酌々0れ一  －一 
要す 

∑¢1ゑ1れ  

働生産性指数，「  打  を資本の生産性指数として，そ   

∑卯ゐ0ク′1  

盲示て拓両汀 

∑如如1  

∑酌んβ1  

れぞれのウェイ†として  
∑卵（んgl＋如1）’  

調和平均である。   

4．結  語   

この小論の主題ほ，労働生産性指数の構成法を明確にすることと，労働生産  

性指数の代表的具体的算式を，それと関連して考えられる経済患の分解に・よっ  

て導出することに・あった○算式間の比較，計算上の実際的問題など，多くのこ  

とを不問に付した。   

ゎが国の労働生産性指数の実際算式を記号でかけば，つぎのようになる0  

∠  

メ                           メ  （4．1）   
＼
）
 
 

0  
 〃▲
   
  0
   

♪
 
l
 
 

町
∑
ニ
 
 
 
 
 
 
 
小
す
＿
 
 

′
／
し
 
 

l
 
沼
∑
二
 
 
 
 
 
 
．
7
 
 

ただし，ブほ業種をあらわし，全部で沼業種（実際ほ19業種）あり，紙ある  

特定業種内の特定品目をあらわし，品目数ほ，各菜種に・つき仇，〝2，…り…，‰あ  

る。分子の（）内の業種別生産性指数を計算するにあたってほ→前述の（E）式で  

紺＝れ紺′＝1とした・ものを考え，全業種の労働生産性指数を計算するに・あた  

〝ブ っては，（C）式のようなものを考え・，ぴとして∑如0を用いているといえよ                              ∠＝1  
（9）  

う。  

（9一浩／号鮭を惹／怒とみな融（q式そのものアあ摘，実際式はそ   
ぅではないので，業種内での構造変化を含む生産性が評価されることになる0なお，こ  
れと同じ考え方をしたものに〔す〕がある0わが国の労働生産性指数については・〔7〕   

参照。   
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また，ソ連の生産性の測定式ほ，つぎのようである。  

∑ヴ1㍍  

∑留1Jl  

∑曾1Jl  

∑酌ん   ／蔓豊＝豊／  （4．2）   

ただし，㍍ほ．製造基準に．よる生産物1単位当たり労働投入蜃である。  
（10）   

これは，（F）式あるいほ，（E）式でぴ＝ん，紗′＝1とおいたものである。   

このように，実際計算式ほ，データの利用可能性とか，正確性，その生産性  

指数の使用日的などに．よって限定されるので，具体的に・充分な検討がなされね  

ばならないが，今後の課題としたい。  
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（付 記）   

2．3において，賃金支払総額＝労働投入量・単位当たり労働費用・労働生産性という分  

解を行なうと，（3．7）～（3．10）式以外に．，   

∑射′0β0  
∑曾1Jlβ1  が得られることがわかった。   

∑÷す1′1β1 ’∑す0′0β0  

は0）【8〕pp．36－44。  
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